
印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

を
支
給
で
き
る
人
）
は
、
平
成
　
年
23

9
月
　
日
時
点
で
印
西
市
か
ら
子
ど

30

も
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
平
成
　
年
　

23

10

月
1
日
以
降
に
出
生
・
転
入
さ
れ
た

人
は
申
請
を
し
た
翌
月
か
ら
の
支
給

さ
れ
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で

「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が

出
さ
れ
た
人
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ

た
場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
要
件
に
該
当
し
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
者
の
状
況
に
よ

り
、
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
前
に
必
ず
子
育
て
支
援
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
）。

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

第
3
回
「
心
の
健
康
市
民
講
座
」

①
印
西
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
編

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

25

10

■内 
講
演
「
今
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

て
い
る
サ
ポ
ー
ト
と
は
？
」。

噛
講
師
…
四
方
田
清
氏
（
順
天
堂
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
）。

②
家
族
の
た
め
の
学
習
会

　
市
で
は
、
精
神
障
害
・
発
達
障
害

を
抱
え
る
家
族
に
、
障
害
・
疾
病
の

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
家
族
が
自
信
を
持
っ
て
症

状
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

25

■内 
講
演
「
家
族
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

と
家
族
が
受
け
る
サ
ポ
ー
ト
」。

噛
講
師
…
四
方
田
清
氏
（
順
天
堂
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
）。

①
②
共
通

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
（
大
森
）。

■費 
無
料
。

■申 
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

（
後
日
申
込
用
紙
を
送
付
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
■場 
■内 
■他 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

今
か
ら
で
き
る
将
来
の
備
え

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　
　
　
生
活
す
る
た
め
に
～

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

29

10

30

　
時
　
分
（
受
け
付
け
は
　
時
～
）。

12

30

10

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
第
一
部
「
受
任
者
か
ら
聞
く
、
成

年
後
見
、
任
意
後
見
制
度
」。

※
成
年
後
見
、
任
意
後
見
受
任
者
が

制
度
の
概
要
と
活
用
法
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
、
大
石
素
広

氏
（
N
P
O
法
人
千
葉
県
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）。

　
第
二
部
「
誰
で
も
で
き
る
地
域
で

取
り
組
む
筋
力
強
化
」。

※
理
学
療
法
士
が
、
お
も
り
を
使
っ

た
筋
力
強
化
運
動
を
紹
介
。
座
っ
て

で
き
る
簡
単
な
運
動
で
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
在
住
の
市
民
。

■対 
　
人
。

50
■費 
無
料
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で

21

（
先
着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
印
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

平
成
　
年
度
原
爆
被
爆
二
世

24

　
　
　
　
　
健
康
診
断
を
実
施

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■対 
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る
人
。

■時 
7
月
1
日
～
平
成
　
年
2
月
　
日
。

25

28

■申 
平
成
　
年
1
月
　
日
（
必
着
）
ま

25

31

で
に
、
受
診
を
希
望
す
る
人
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
被
爆
者
健

康
手
帳
番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
郵

送
（
受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
）。

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指

導
課
援
護
恩
給
室
（
〒
2
6
0
―
8

6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1
―

1
・
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2
3
4

9
）。

高
齢
者
雇
用
支
援
の
助
成
金
・

奨
励
金
を
支
給

　
千
葉
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
年
齢
者
な
ど
の
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

事
業
主
の
人
や
事
業
主
団
体
に
雇
用

安
定
事
業
に
基
づ
く
助
成
金
・
奨
励

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
金
・
奨
励
金
】

▼
中
小
企
業
定
年
引
き
上
げ
等
奨
励

金
▼
高
年
齢
者
職
域
拡
大
等
助
成
金

▼
高
年
齢
者
労
働
移
動
受
入
企
業
助

成
金
。

※
市
介
護
福
祉
課
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
。

■問 
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
千
葉
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
2
6

1
―
0
0
0
1
千
葉
市
美
浜
区
幸
町

1
―
1
―
3
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
5

F
・
緯
0
4
3
―
2
0
4
―
2
9
0

1
・
胃
0
4
3
―
2
0
4
―
2
9
0

4
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
」
と
「
手
話
サ
ロ
ン
」

【
手
話
学
習
】

■時 
9
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

噛
講
師
…
印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会
。

■内 
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
要
約
筆
記
で
聞

こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

　
知
っ
て
い
る
手
話
を
使
い
な
が
ら

の
座
談
会
で
す
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

4
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
隣
席
で
話
手
の
言
葉
を
要
約
し
て

書
く
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
で
、
聞
こ
え
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■費 
無
料
。

■対 
い
ず
れ
も
耳
の
不
自
由
な
人
以
外

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■申 
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不
要
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
 印
旛
香
取
事
務
所
・
板
倉

（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3
8

5
・
胃
0
4
3
―
4
4
4
―
0
2
9

8
）。

千
葉
県
第
4
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　
　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
9
月
　
日
華
・
午
後
1
時
～
4
時
。

22

■場 
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
）。

【
講
演
】

臼
「
術
後
5
年
未
満
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
が
気
を
つ
け
る
こ
と
」。

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

児
童
（
子
ど
も
）
手
当
の
手
続
き

臼
平
成
　
年
度
児
童
手
当
等
現

24

況
届
の
提
出

　
現
況
届
は
、
市
で
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
調
べ
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
該
当
者
に
は
、
6
月
1
日
に
普
通

郵
便
で
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。
現

況
届
が
未
提
出
の
場
合
、
6
月
以
降

の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
未
提
出
の
人
は
添

付
書
類
と
と
も
に
早
急
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

渦
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
子
ど

23

10

も
手
当
の
申
請

　
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
平
成
　
年
　

23

10

月
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も

23

手
当
を
市
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
人

も
、　
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
の
新

10

規
申
請
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
初
、
申
請
期
間
は
平
成
　
年
3
月

24

末
ま
で（
経
過
措
置
）で
し
た
が
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
現
在
は
9
月
末
ま

で
に
延
長
（
経
過
措
置
の
延
長
）
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
2
月
以
降
、
子
ど
も
手

24

当
の
振
り
込
み
が
確
認
で
き
な
い
人

は
、
9
月
中
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
（
今
回
の
期
限
は
延
長
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

※
経
過
措
置
の
対
象
（
さ
か
の
ぼ
っ

て
昨
年
の
　
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当

10

平成２４年（２０１２）９月１日号（１０）

パート詠

福
祉

胸心のいずみ日程表胸
持ち物など内容会場日時

飲み物などミーテイング
制作活動

総合福祉
センター（竹袋）

９月７日画、９月１４日
画午前10時～正午

軽装／上履き
（スリッパ不可）運動松山下公園

総合体育館（浦部）
９月２１日画・
午前10時～午後1時

エプロン・ふきん
実費500円程度調理実習高花保健福祉

センター（高花）
９月２８日画
午前10時～午後1時

噛
講
師
…
渡
邊
敏
氏
（
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
緩
和
医
療
科
部
長
）。

渦
「
ス
ト
ー
マ
の
変
化
と
ス
ト
ー
マ

装
具
に
つ
い
て
」。

噛
講
師
…
神
代
尚
子
氏
（
千
葉
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
看
護
部
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
認
定
看
護
師
）。

【
相
談
会
】

　
補
装
具
お
よ
び
オ
ス
ト
メ
イ
ト
関

連
製
品
の
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
を
交

え
て
相
談
・
情
報
交
換
会
。

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
。

■費 
い
ず
れ
も
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
千
葉
県
支
部
千
葉
県
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
事
務
所
（
緯
0
4
3
―
3

0
9
―
7
5
7
1
・
胃
0
4
3
―
3

0
9
―
7
5
7
2
）。

※
月
、
火
、
金
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

午
後
5
時
の
み
。

　聞こえない人から直接”生きた手話”を習う、2回連
続講座です。手話を覚えて、簡単な会話ができるまで
を目指します。
■時 ①10月13日、27日②11月10日、17日③11月
24日、12月1日の土曜日・いずれも午前10時～正午（受
け付けは9時45分～）。
■場 ①ふれあいセンターいんば②中央駅前地域交流館③
ふれあい文化館。
■内 手話のあいさつ、名前、趣味、住所、コミニュケー
ション方法など。
噛講師…印西市視覚障害者協会。
■定 各会場とも20人（中学生以上）。
■申 9月3日俄から電話またはFAXで下記まで（先着順）。
※人数に余裕がある場合は当日の申し込み可能。
■問 社会福祉課生涯福祉課（緯内線269・胃碓42 0381）。

手話の体験講手話の体験講座座
～手話は目で見る言葉～手話は目で見る言葉～～

路
上
駐
車
・
放
置
自
転
車
は
、
人
や
車
の
通
行

を
妨
げ
、
迷
惑
と
な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内
線
7
1
2
）。


